生涯を通じる健康　　番外

　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　
５０代の祖母、「孫」を代理出産　国内初、娘夫婦の受精卵使う
子宮を摘出して子供を出産できなくなった３０歳代の娘に代わって、５０代後半の母親が娘夫婦の卵子と精子を使って妊娠、出産していたことが１５日、分かった。諏訪マタニティークリニック（長野県下諏訪町）の根津八紘（やひろ）院長が同日、東京都内で記者会見し明らかにした。

　同院長によると、体外受精させた娘夫婦の受精卵を平成１６年、５０代の女性の子宮に移植。昨年春に約２４００グラムの子供を出産し、子供は健康に育っているという。子供の性別は明らかにしていない。

　生まれた子供は、女性の子供として出生届が出されたあと、戸籍上の姉で、遺伝子上の母である娘夫婦の養子となった。

　３０代の娘は、２０代後半で子宮がんのために子宮を摘出していて、妊娠、出産できなかった。数年前、「娘に代わり代理出産したい」と５０代の女性が、夫、娘夫婦と来院し申し出た。

　女性は閉経し更年期を過ぎ、卵巣も子宮も萎縮（いしゅく）していたが、人間ドックで精密な検査を実施したところ健康上の問題がなかった。院内の倫理委員会の承認を経て実施を決定。女性ホルモンを投与したうえで、女性に受精卵を子宮に移植したところ、１回目で着床し妊娠した。妊娠中の経過は順調だったという。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月16日産経新聞より

○上の新聞記事を読んで、『代理出産』について考えましょう。
